BIS論壇　No.251『「一帯一路」の近況と問題点』2018年3月7日　中川十郎
　去る2月8日、第21回JCMSアジア交流セミナー「習近平体制とは」＆「中国外交関係のリセット」＆「一帯一路」が開催された。習近平体制、中国外交関係のリセット、シルクロード経済圏構想：「一帯一路」の政治経済外交との関連など有意義な話であった。
講師は長年中國外交部(在日大使館・領事館)にも勤務し、日中関係にも詳しく、現在三井化学中国事業責任者である張潤北氏であった。中国は建国60年。改革開放40年を経て世界第二の経済大国として躍進中で、昨年11月、第19回全代会議を開催。習近平体制が確立。共産党大会で憲法を改正し、習近平政権の長期政権を目指している。このような動きの中、中國は中國民族の再興、小康社会建設、強国を目指す本格的建設期に入ると宣言。　　
中国のすぐれた伝統文化再興。対外的には「一帯一路」により世界の檜舞台に立ち「社会主義の近代化」、「人民の幸せ」、「中国民族の復興」、「中高速の本格的な社会主義的近代化・文化融合」を目指している。「一帯一路」は民生、環境、ヘルスケアー、モビリテイ、インフラ基盤建設、生態環境の改善などを通じて100カ国を結ぶ、高品質成長を目指す集大成の戦略である。日中は推古天皇、遣隋使、遣唐使の時代から一衣帯水、同種同文国家としていまこそ協力を強化すべきであると力説されたのが印象的であった。
　2月28日にはグローバル・フォーラム“「世界との対話」ユーラシア2025：ポスト・パワーシフトの地政学“　が日本国際フォーラム、仏国際関係戦略研究所の共催でホテルオークラ東京で開催された。パスカル・ボニファス　仏国際関係戦略研究所所長は、中国の
動きに警戒的な論調であった。一方の基調講演者の渡邊啓貴・東京外国語大学教授はユーラシアの重要性を強調された。中国の「一帯一路」のアジアからユーラシア、中東、アフリカ、欧州への物流、さらに氷上のシルクロード、すなはち北極海航路戦略を評価するとの発言があったが同感である。中国の台頭、ロシアの復権で世界は多極化しつつあり、米国のSea Power と中国のLand Powerの逆転がユーラシアで起こっている。アジアが変化しつつあり発想の柔軟性、新たな日本外交が必要だとの意見には共鳴できるものがあった。
3月2日には日米対話　チャイナ・リスクとチャイナ・オポチュニテイ～「自由で開かれたインド太平洋戦略」へのインプリケ―ション～が米カーネギー国際平和財団、日本国際フォーラム主催で国際文化会館で開催された。スウエイン・米カ－ネギー国際平和財団上級研究員はインド太平洋戦略はそれほど影響力はなく十分ではない。場合によっては意図をMisleadする可能性もある。むしろ日米で中国に関わるべきではないか。日本は安定したBalance of Powerにとって重要だ。欧米はグローバルオーダー、国際秩序構築に努力すべきだ。米国がTPPから離脱したのは誤りであるなどの意見表明があった。会議後、名刺を交換し、同氏の意見に賛成する旨述べてお互いの意見の一致を確認した。　3月5日にはMETI主催の「日印経済協力」シンポジウムに参加した。日印協力の目玉のデリー～ムンバイ間高速貨物鉄道建設、鉄道沿線の工業団地開発などを通じ日印でインドを拠点にアフリカへ進出する構想は中国への対抗意識があらわだが日印中で協力すべきではないだろうか。
